
   

一年生の算数
さんすう

では、勉強
べんきょう

する数
かず

も増え
ふ  

てきました。「一枚
いちまい

、二枚
に ま い

・・・」「一個
い ち こ

、

二個
に こ

・・・」と、いろんな物
もの

の数を数えら

れるようになってきています。 

さて、物
もの

を数える
かぞ    

ときには「単位
た ん い

」があります。人
ひと

は「一人
ひ と り

、

二人
ふ た り

」、ネコは「一匹
いっぴき

、二匹
に ひ き

」、校庭
こうてい

でマラソンをするときに

は「一周
いっしゅう

、二周
にしゅう

」、本
ほん

は「一冊
いっさつ

、二冊
に さ つ

」。それぞれ単位
た ん い

が違いま
ちが    

す。 

では、ウサギはどうやって数える
かぞ    

のでしょうか。「一羽
い ち わ

、二羽
に わ

」

と数える
かぞ    

ことが多い
おお  

ようです。鳥
とり

と同じ
おな  

です。ウサギが鳥
とり

に

似て
に  

いるから、ウサギの耳
みみ

が鳥の羽
とり   はね

に見える
み   

からなどの理由
り ゆ う

があるようです。 

他
ほか

の動物
どうぶつ

でも、馬
うま

や牛
うし

、ライオンなどは「一頭
いっとう

、二頭
に と う

」と

数え
かぞ  

ます。どうやら、人間
にんげん

より大きな
おお    

動物
どうぶつ

は「一頭
いっとう

、二頭
に と う

」

と数える
かぞ    

ようです。 

タコやイカは、どうでしょうか。これは、「一杯
いっぱい

、二杯
に は い

」と

数えます
かぞ     

。面白い
おもしろ  

ですね。 

物
もの

によって単位
た ん い

が違う
ちが  

のは、きっと人
ひと

の知恵
ち え

なのだと思い
おも  

ます。                   村越 新  

かぞ      かた 


